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宮
城
県
に
お
け
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
は
依
然
と
し
て
高
止
ま

り
し
て
お
り
、
大
変
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
に
お
け
る
、

令
和
四
年
度
、
第
七
五
回
入
学
式
が
︑
こ
こ
講
堂
に
お
い
て
、
無
事
挙
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
お
り
ま
す
。

　
栄
え
あ
る
今
日
を
迎
え
た
新
入
生
は
、
男
子
一
七
〇
名
　
女
子
一
五
一
名
、
合
計

三
二
一
名
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
日
を
待
っ
て
お

ら
れ
た
保
護
者
の
方
々
に
対
し
て
も
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
世
界
は
、
時
間
と
空
間
が
狭
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
増
加
は
、
ま
さ
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
社
会
」
そ
の
も
の
を
、
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
、
あ
か
ら
さ
ま
に
示

す
、
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
加
わ
り
、
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
向
き
合
わ
ざ
る
を
え
ず
、「
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
社
会
」
に
お
い
て
も
、

そ
の
日
常
生
活
に
響
い
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
の
よ
う
な
地
球
社
会
の
問
題
を
克
服
す

る
に
は
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
生
き
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
歴
史
を
振
り
か
え
れ
ば
、明
治
維
新
後
の
日
本
は
、そ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
社
会
」
に
参
加
せ
ざ
る
を
え
ず
、、
西
洋
化
、
文
明
開

化
が
叫
ば
れ
た
時
代
で
し
た
。
そ
の
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
、
本
学
、
す
な
わ
ち
宮
城



県
第
二
中
学
校
は
設
立
さ
れ
、
一
昨
年
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
、
創
立
百
二
〇
周
年
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
、
す
な
わ
ち
六
〇
年
前
に
仙
台
二
高
に
、
わ
た
く
し
は
入

学
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
東
京
藝
術
大
学
絵
画
科
油
画
専
攻
に
入
学
し
、
昭
和
五
六

（
一
九
八
一
）
年
、東
京
藝
術
大
学
絵
画
科
油
画
専
攻
の
教
官
と
な
り
、足
掛
け
三
十
四
年
間
、

油
画
実
技
、
絵
画
材
料
、
絵
画
技
術
を
、
教
育
、
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
、
趣
を

変
え
て
、「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
絹
の
道
）」
に
位
置
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン
で
の
、
わ
た

く
し
の
特
異
な
経
験
の
一
端
を
交
え
て
、
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
一
三（
二
〇
〇
一
）年
三
月
、タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
よ
る「
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
の
大
仏
破
壊
」

が
あ
り
、
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
彫
像
建
立
さ
れ
た
、
高
さ
五
五
メ
ー
ト
ル
の
西
大
仏
が

瓦
礫
と
な
り
、
そ
の
内
壁
の
壁
画
も
多
数
剥
ぎ
取
ら
れ
、
世
界
各
国
に
売
り
飛
ば
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
年
の
九
月
一
一
日
、「
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」が
起
こ
り
、

ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国
は
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
に
対
す
る
空
爆
を
開
始
し
、
一
二
月
二
二
日

に
は
暫
定
政
権
が
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
仏
教
遺
跡
の
破
壊
活
動
に
対
し
て
、
わ
た
く
し
は
義
憤
を
感
じ
、
そ
の

一
年
半
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン
の
カ
ブ
ー
ル
空
港
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
文
部
科
学
省

が
呼
び
か
け
た
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン
文
化
教
育
支
援
活
動
」
に
応
募
し
て
、
カ
ブ
ー
ル

博
物
館
の
館
員
た
ち
に
文
化
財
保
護
活
動
の
基
本
と
し
て
、
所
蔵
品
の
惨
状
を
し
っ
か
り

と
画
像
と
文
章
で
記
録
す
る
方
法
の
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
カ
ブ
ー
ル
空
港
の
滑
走
路
の
端
に
、
飛
行
機
の
残
骸
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
お
り
、
空

港
ロ
ビ
ー
も
砲
弾
の
痕
跡
が
も
生
々
し
く
、
ホ
テ
ル
へ
の
入
口
で
は
、
送
迎
車
に
地
雷
が

付
着
し
て
い
な
い
か
厳
密
に
検
査
が
行
わ
れ
、
ホ
テ
ル
内
部
も
砲
弾
に
よ
る
痕
跡
が
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
カ
ブ
ー
ル
博
物
館
の
二
階
は
、屋
根
と
壁
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
、



柱
が
林
立
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
ま
し
た
。
所
蔵
さ
れ
て
い
た
仏
像
塑
像
は
こ
と
ご
と
く

原
型
を
残
さ
ず
破
壊
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
修
復
作
業
と
い
っ
て
も
、
破
片
を
パ
ズ
ル
の
ご
と

く
つ
な
ぎ
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
絶
望
的
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
カ
ブ
ー
ル
大
学
を
訪
れ
、
学
長
と
面
談
を
し
、
文
化
財
保
存
の
重
要
性
を
知
ら
し
め
る

た
め
、
鎌
倉
、
京
都
、
奈
良
の
古
美
術
の
保
存
活
動
の
実
態
と
、
東
京
藝
術
大
学
で
の
保

存
修
復
の
教
育
と
研
究
の
一
端
を
実
地
に
経
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
招
聘
し
た
い
旨
を
伝

え
ま
し
た
。
翌
年
、
ユ
ネ
ス
コ
青
年
交
流
信
託
基
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン

文
化
遺
産
保
護
研
究
に
関
わ
る
人
材
育
成
研
修
」
と
し
て
カ
ブ
ー
ル
大
学
、
ヘ
ラ
ー
ト
大

学
の
教
員
、
学
生
、
合
計
一
〇
名
を
招
待
し
ま
し
た
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン
の
国
土
は
ほ
と
ん
ど
が
黄
土
色
で
、
わ
ず
か
な
オ
ア
シ
ス
に
緑
色

が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
す
。
黄
土
色
の
粉
塵
が
風
で
煽あ

お

ら
れ
、
一
日
で
わ
た
く
し
は
気
分

が
悪
く
な
り
、
歩
き
動
く
の
が
億
劫
に
な
り
、
発
熱
も
あ
り
ま
し
た
。
カ
ブ
ー
ル
市
内
に

日
本
人
医
師
が
い
る
と
い
わ
れ
、
バ
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
診
療
所
に
行
き
ま
し
た
。
医
師
曰

く
、「
初
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン
に
き
た
人
は
、必
ず
こ
の
風
土
に
や
ら
れ
る
ん
で
す
よ
。

な
ー
に
、
な
ん
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
翌
日
に
は
、
ケ
ロ
ッ
と
治
り
ま
し
た
。

　
こ
の
医
師
が
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
凶
弾
に
倒
れ
た
中
村
哲
さ
ん
で
し
た
。
山
を

駆
け
巡
り
、
昆
虫
採
集
少
年
で
あ
っ
た
中
村
医
師
は
、
現
地
で
の
医
療
活
動
に
加
え
て
灌

漑
事
業
を
行
い
、『
人
は
愛
す
る
に
足
り
、
真
心
は
信
ず
る
に
足
る
』
と
し
て
、
砂
漠
を

緑
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
黙
々
と
実
行
し
て
い
た
の
で
し
た
。

　
も
う
一
人
、
緒
方
貞
子
さ
ん
が
い
ま
す
。
同
年
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
亡
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
少
女
時
代
、
お
転
婆
で
、
走
り
回
っ
て
い
た
彼
女
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時

に
、
日
本
の
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
道
を
決
定
づ
け
た
『
満
州
事
変
』
を
研
究
を
し
て
い

ま
し
た
。
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
以
降
、
第
八
代
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
と
し
て
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン
の
国
づ
く
り
を
支
援
し
、
人
間
、
一
人
ひ
と
り
の
安
全
に
焦
点
を
合
わ



せ
る
安
全
保
障
観
を
提
唱
し
て
お
り
ま
す
。

　
や
や
も
す
る
と
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
社
会
」
で
は
、国
家
間
の
覇
権
主
義
が
横
行
し
、

そ
の
結
果
「
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
社
会
」
が
踏
み
躙に

じ

ら
れ
、
多
数
の
難
民
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
中
村
哲
、
緒
方
貞
子
と
い
う
日
本
人
の
生
き
方
を
、
わ
れ
わ

れ
も
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
仙
台
二
高
で
の
、
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
、
怠
ら
ず
、
怠
ら
ず
、
勉
学
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、

仲
間
と
一
緒
に
、
真
摯
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
よ
う
に
集
中
す
る
と
、
普
段
気
づ
け

な
い
、
心
の
奥
深
く
に
あ
る
本
来
の
「
自
分
自
身
、
自
己
」
の
姿
を
発
見
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
の
よ
う
な
心
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
、「
自
分
自
身
」
の
、
氷
山
の

一
角
に
過
ぎ
な
い
、
表
面
に
見
出
さ
れ
る
「
自
意
識
、
自
我
」
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
短
絡
的
に
結
果
を
求
め
る
、
た
と
え
ば
偏
差
値
至
上
主
義
や
、
極
端
な
拝

金
主
義
も
生
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
一
同
、
並
び
に
教
職
員
一
同
、
皆
さ
ん
の
ご

入
学
を
心
か
ら
お
祝
い
し
、
本
来
の
真
の
自
己
探
求
に
励
み
、
心
の
奥
深
く
に
あ
る
「
自

分
自
身
、
自
己
」
に
限
り
な
い
信
頼
を
寄
せ
、「
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
社
会
」
と
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
地
球
社
会
」
の
一
員
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
取
り
組
み
、
人
間
と
し
て
成
長
、

そ
し
て
貢
献
な
さ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
四
月
八
日

宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会

会
長
　


